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NO.122退 職 者

　
「
お
か
え
り
」「
た
だ
い
ま
」

　

今
日
も
元
気
に
子
ど
も
た

ち
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

❖
私
が
母
校
の
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
活
動
を

始
め
て
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
き
っ
か
け

は
退
職
後
、
地
域
で
何
か
役
に
立
ち
た
い

と
の
思
い
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
小
学
校
時

代
の
同
級
生
か
ら
、
町
内
会
の
有
志
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、

下
校
時
に
見
守
り
を
し
て
い
る
の
で
、
一

緒
に
や
ら
な
い
か
と
誘
わ
れ
、
仲
間
に
入

れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

❖
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
の
１
日
を
終
え

て
帰
り
道
、「
お
帰
り
」と
声
を
か
け
ま
す
。

最
初
は
だ
ま
っ
て
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
子

も
、
何
回
か
声
を
か
け
続
け
る
こ
と
で
、

「
た
だ
い
ま
」
と
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
思
わ
ず
ニ
コ
ッ
と
し
て

し
ま
い
ま
す
。

❖
見
守
り
は
、
学
校
が
休
校
で
な
い
限
り

活
動
し
ま
す
の
で
、
い
つ
も
の
顔
が
見
え

な
い
子
ど
も
が
い
る
と
、
風
邪
で
も
引
い

た
の
か
、
と
心
配
し
ま
す
が
、
ま
た
元
気

な
顔
に
会
え
る
と
安
心
し
ま
す
。

❖
ま
た
地
域
の
方
と
も
、
挨
拶
を
交
わ
し

て
い
く
こ
と
で
顔
見
知
り
に
な
り
、
地
域

の
安
心
・
安
全
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
に
照
れ
る
笑
顔
の
入
学
児

（
瀧
澤
正
行
）
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人生を
楽しむ
豊かな才能を披露

第24回
ふれあい
手づくり
文化祭

　

横
浜
市
従
会
館
で
10
月

27
日
、
神
奈
川
自
治
労
連

退
職
者
会
の
第
24
回
ふ
れ

あ
い
手
づ
く
り
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
け

方
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
が

朝
に
は
あ
が
り
、
ま
ず
ま

ず
の
お
天
気
で
し
た
。

　

３
階
に
は
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

や
古
布
の
草
履
、
美
し
い

句
会
」
の
俳

句
や
絵
入
り

の
川
柳
、
絵

手
紙
な
ど

も
、
な
る
ほ

ど
な
ー
と
思

わ
れ
る
作
品

で
し
た
。

　

４
階
の
講

堂
で
は
、
加
瀬
文
隆
神
奈
川
自
治
労
連
退

職
者
会
会
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
唄
や

踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
詩
の
朗
読
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
や
ケ
ー
ナ
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
着
物

と
帯
の
巻
き
方
を
披
露
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
は
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
が
一
堂
に

会
し
て
、
お
で
ん
や
お
弁
当
、
飲
み
物
を

飲
食
し
な
が
ら
、
な
ご
や
か
で
楽
し
い
時

間
が
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
コ

神奈川自治労連退職者会神奈川自治労連退職者会

▲熱唱する榎本勝雄さん

刺
繍
の
バ
ッ
ク

を
は
じ
め
、
こ

れ
ぞ
傑
作
と
い

う
写
真
や
絵

画
、
書
、
鎌
倉

彫
の
硯
箱
、
木

象
嵌
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し

た
。「
こ
だ
ま

―
ナ
ー
は
人
気
。
今
年
は
囲
碁
・

将
棋
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
詰

碁
を
楽
し
む
人
も
。
そ
し
て
退
職

者
会
の
会
長
・
副
会
長
自
ら
が
カ

ラ
オ
ケ
を
披
露
す
る
な
ど
、
熱
の

こ
も
っ
た
文
化
祭
に
な
り
ま
し
た
。

90
歳
代
ま
で
の
皆
さ
ん
が
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
自
己
研
鑽
さ
れ
、
人

生
を
楽
し
も
う
と
し
て
い
る
姿
に

パ
ワ
ー
を
も
ら
う
一
日
で
し
た
。

（
中
嶋
ひ
と
み
）

（
２
面
へ
続
く
）

▶
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
懇
談

▶ 

杉
原
克
典
さ
ん
の
ギ
タ
ー
に
あ
わ
せ

て
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
歌
う
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９
月
19
日
は
戦
争
法
強
行
可
決
の
日
か

ら
３
年
目
の
日
。
こ
だ
ま
会
は
「
戦
争
法

か
ら
３
年
、安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
沖
縄
・

辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
！
９
・
19
日
比

谷
野
音
集
会
」
に
約
20
人
の
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
９
月
19
日
、
国
民
の
多
数

が
審
議
は
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
て

い
る
中
で
、
戦
争
法
が
強
行
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
前
月
８
月
30
日
に
は
市
民
12
万
人

護
任
務
の
付
与
、
国
連
が
統
括
し
て
い
な

い
シ
ナ
イ
半
島
の
「
多
国
籍
軍
・
監
視
団
」

へ
の
自
衛
隊
員
派
遣
検
討
な
ど
、
政
策
全

体
を
見
れ
ば
、
軍
事
大
国
化
や
戦
争
が
で

き
る
国
造
り
を
し
て
い
る
こ
と
は
明
確

で
、
戦
争
法
制
定
の
意
図
が
は
っ
き
り
し

て
き
ま
す
。

（
１
面
よ
り
続
く
）

広
が
る
反
対
運
動
の
う
ね
り

戦争法強行可決３年目戦争法強行可決３年目 9
 19

日比野野外音楽堂は人・人・人

安倍内閣退陣をアピールするこだま会の皆さん

油絵や水彩画俳句や川柳、鎌倉彫など
フラダンスを披露
する高橋和江さん

詩を朗読する
植木真理子さん

に
よ
る
国
会
包
囲

の
抗
議
行
動
が
あ

り
、
こ
だ
ま
会
か

ら
も
33
人
の
会
員

が
こ
れ
に
参
加
し

ま
し
た
。そ
し
て
、

そ
の
後
３
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
反

対
行
動
の
大
き
な

う
ね
り
は
３
０
０

０
万
署
名
や
毎
月

の
国
会
行
動
な
ど

　

こ
の
日
の
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
は
超
満
員
で
場
外
に
大

勢
の
人
が
あ
ふ
れ
、
参
加
者

は
４
８
０
０
人
に
上
り
ま
し

た
。
壇
上
か
ら
、
立
憲
民
主

党
、
日
本
共
産
党
、
国
民
民

主
党
、
社
民
党
、
無
所
属
の

会
の
国
会
議
員
、
学
者
の
会

の
上
野
千
鶴
子
氏
、
沖
縄
か

ら
参
加
の
山
城
博
治
氏
の
力

強
い
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

い
ま
の
日
本
は
、
自
民
党
政
権
に
よ
る

巧
妙
な
宣
伝
活
動
や
締
め
付
け
、
教
育
政

策
な
ど
に
よ
り
、
軸
足
が
右
側
に
傾
き
か

け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
民
主
主
義
、

立
憲
主
義
、
平
和
主
義
が
な
し
崩
し
的
に

壊
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
だ
ま
会
は
今
後
も
毎
月
19
日
の
国
会

行
動
に
必
ず
参
加
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様

も
、
民
主
主
義
、
立
憲
主
義
、
平
和
主
義

を
守
り
、
戦
争
法
廃
止
を
訴
え
る
た
め
に

ぜ
ひ
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

（
友
井
眞
言
）

で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
だ
ま
会
も
毎
月
19
日
の
国
会
行
動
に

必
ず
10
人
前
後
の
会
員
が
参
加
し
、
戦
争

法
廃
止
、
安
倍
内
閣
退
陣
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
、
原
発
反
対
を
訴
え
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
間
の
安
倍
政
権
の
動
き
を
見
る

と
、
憲
法
９
条
改
憲
の
目
論
見
、
軍
事
費

の
６
年
連
続
過
去
最
高
の
更
新
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
日
本
全
国
へ
の
配
備
、
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
Ｆ
35
の
導
入
、護
衛
艦
『
い
ず
も
』

の
空
母
化
の
検
討
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア

の
配
置
決
定
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
の
駆
け
つ
け
警

手
づ
く
り

文
化
祭
よ
り
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三
浦
一
族
の
歴
史
を
歩
く
②

第67回
歴史教室
（散策）

　

歴
史
教
室
の
散
策
「
三
浦
一
族
の
歴
史

を
歩
く
②
」
が
10
月
25
日
実
施
さ
れ
た
。

　

朝
10
時
に
京
急
線
「
北
久
里
浜
」
駅
に

講
師
も
含
め
総
勢
10
人
が
集
合
し
た
。
駅

４
０
０
年
続
い
て
い
る
。

　

次
は
佐
原
城
の
予
定
だ
っ
た
が
、
時
間

の
都
合
と
、
見
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
に
碑

の
み
だ
け
な
の
で
、
省
略
す
る
。

　

い
っ
た
ん
バ
ス
で
「
北
久
里
浜
」
へ
戻

り
、
タ
ク
シ
ー
分
乗
で
怒
田
城
を
め
ざ
す

が
、バ
ス
停
「
内
川
新
田
」
が
伝
わ
ら
ず
、

２
台
が
地
名
「
内
川
新
田
」
へ
廻
り
、
時

間
お
金
も
倍
か
か
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
起
き
て
し
ま
っ
た
。

◆　
　
　

◇

　

よ
う
や
く
全
員
が
揃
い
、城
を
め
ざ
す
。

入
口
の
横
須
賀
市
の
案
内
板
に
は
、
𠮷
井

貝
塚
の
表
記
が
主
で
、
怒
田
城
の
説
明
は

少
し
の
み
。
緩
や
か
な
階
段
を
登
る
と
台

地
が
広
が
り
、
か
つ
て
は
縄
文
人
住
居
跡

も
。

　

衣
笠
城
攻
防
時
に
、
和
田
義
盛
は
こ
こ

に
籠
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
三
浦
大
介

は
、「
有
名
な
地
で
死
な
ん
」
と
衣
笠
城

に
籠
っ
た
話
は
有
名
で
、
怒
田
城
は
入
江

前
広
場
で
、
自
己
紹
介
と
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
て
、
バ
ス
で
出
発
。
岩
戸
で
下
車
し
、

満
願
寺
を
め
ざ
す
。

◆　
　
　

◇

　

こ
こ
は
三
浦
一
族
の
佐
原
十
郎
義
連
が

平
家
追
討
の
際
に
、
等
身
大
の
仏
像
を
納

め
て
戦
勝
祈
願
し
、
願
満
ち
た
故
に
号
し

の
崖
の
上
に
あ
る
出
城
で

あ
っ
た
。◆　

　
　

◇

　

今
は
樹
木
が
繁
り
、
海

も
埋
立
地
も
見
え
ず
、
街

区
が
見
え
る
所
で
、
思
い

を
廻
ら
せ
て
か
ら
、
ゆ
っ

く
り
バ
ス
停
ま
で
戻
っ

て
、近
く
で
昼
食
を
と
り
、

２
時
半
す
ぎ
に
解
散
し

た
。 

（
吉
田
綾
子
）

こ
だ
ま
俳
壇
（

こ
だ
ま
俳
壇
（
1010
月
）
月
）

柿
熟
る
る
村
に
自
省
の
満
蒙
館

 

小
川　

水
草

大
漁
旗
賑
わ
う
浜
の
秋
高
し

 

友
井　

眞
言

冬
瓜
の
と
ろ
り
ス
ー
プ
の
う
す
み
ど
り

 

三
井　

光
子

朝
市
の
茸
両
手
に
山
の
宿

 
松
尾
佐
知
子

鈴
虫
の
空
家
の
庭
で
鳴
き
止
ま
ず

 

島
田
多
嘉
子

秋
の
夜
の
救
急
の
音
長
き
か
な

 

白
井
保
次
郎

栗
ご
は
ん
我
は
幾
つ
と
さ
わ
ぐ
子
ら

 

本
山　

文
子

渋
皮
を
剥
く
母
の
手
早
さ
栗
御
飯

 

角
田　

英
昭

栗
の
実
を
そ
っ
と
な
で
て
る
赤
子
の
手

 

中
村　

桂
子

人
よ
り
も
先
に
柿
食
う
雌
の
猿

 

高
橋　

和
江

ど
ん
と
置
く
一
升
瓶
や
友
と
月

 

田
中　

一
男

秋
刀
魚
焼
き
高
値
の
夕
食
煙
に
ま
く

 

後
藤　

貞
夫

野
分
あ
と
デ
ニ
ー
勝
利
の
カ
チ
ャ
ー
シ
ー

 

鳥
海　

敏
雄

勝
ち
栗
を
慰
問
袋
に
入
れ
し
頃

 

木
村　

武
子

田
圃
見
る
翁
は
ひ
と
り
鰯
雲

 

柳
瀬　

節
子

釣
竿
の
ま
わ
り
に
で
っ
か
い
緋
鯉
か
な

 

井
村　

友
彦

台
風
過
辺
野
古
を
守
る
民
意
勝
つ

 

瀧
澤　

正
行

●楽しい料理教室
と　き　11月29日（木）11時～15時
ところ　 フォーラム南太田・調理室（横

浜市男女共同参画センター横浜
南・京急「南太田」下車３分）

会　費　2000円（エプロン・帽子・タオル持参）
講　師　飯塚武弘会員
内　容　旬の野菜＆とれたて魚料理
申込先　 ☎070（4061）5741（仲戸川）又は

こだま会事務所☎045（212）3179
（火曜日のみ）

●俳句サークル「こだま句会」
　月例句会　第２木曜日13時～
　12月13日（木）１月10日（木）
ところ　 県庁本庁舎地下１階（県労連会議室）
指　導　太田土男先生（俳人協会）
会　費　800円（投句のみ500円）
申込先　 こだま会事務所☎045（212）3179

（火曜日のみ）
●食文化を楽しむ会（薬膳料理）
と　き　12月６日（木）11時～15時
ところ　 西地区センター（横浜駅西口徒歩10分）
内　容　風邪予防の薬膳料理
講　師　亀井禎子会員
会　費　1800円
申込先　 こだま会事務所☎045（212）3179

（火曜日のみ）

た
と
い
う
。
ま
ず
義
連

の
墓
前
に
詣
で
て
、
宝

物
庫
の
重
文
像
を
拝

す
。
つ
い
で
な
が
ら
、

義
連
は
そ
の
後
、
奥
州

藤
原
氏
追
討
に
従
い
、

恩
賞
と
し
て
福
島
会
津

四
郡
の
地
頭
職
に
補
佐

さ
れ
、
芦
名
氏
と
名
乗

り
、
子
孫
は
伊
達
政
宗

に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
約

▲
怒
田
城
址
に
て

▲満願寺には源平合戦で鵯越の坂
を駆け下りた佐原義連の墓がある
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会員
紹介

－51－

　

現
役
時
代
は
病
院
職
場
で
、
退
職
後
は
福

島
で
活
躍
中
の
野
地
寿
子
さ
ん
に
、「
キ
ュ
ー

バ
の
旅
」
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

◆　
　
　

◇

　

６
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
、
神
奈
川
医

教
育
費
・
医
療
費
は
無
料

　

教
育
は
、
義
務
教
育
か
ら
大
学
ま
で
す

べ
て
無
料
。
医
療
費
も
歯
科
か
ら
美
容
整

形
ま
で
無
料
。
高
齢
者
介
護
施
設
も
無
料

と
の
こ
と
。

　

国
内
の
医
師
数
５
万
５
０
０
０
人
。（
国

民
２
０
０
人
あ
た
り
１
人
と
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
）、
近
隣
国
や
災
害
国
へ
派
遣

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
、
パ
ラ
デ
ロ
市
内
へ
。
昼
食

は
、
カ
ポ
ネ
の
海
辺
の
別
荘
、
あ
の
ゴ
ッ

ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
の
映
画
に
出
て
い
た
よ
う

な
？　

場
所
で
し
た
。
夜
は
高
級
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
で
、〝
モ
ヒ
ー
ト
〞　

飲
み
放
題
。

（
満
足
!!
）

チ
ェ・
ゲ
バ
ラ
と
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ

　

６
月
６
日
、
革
命
の
地
、
サ
ン
タ
ク
ラ

魅力一杯キューバの旅
野地寿子さん （福島県在住）

野地寿子さん

労
連
主
催
の
「
キ
ュ
ー
バ
」
へ
旅

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
20

年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
る
ツ

ア
ー
。
私
は
今
回
初
め
て
の
参
加

で
す
。（
な
ん
と
定
年
に
な
り
、

休
み
が
と
れ
た
か
ら
で
す
）

　

時
差
12
時
間
、
羽
田
を
出
発
し

て
20
時
間
。
よ
う
や
く
ハ
バ
ナ
に

夜
中
の
11
時
着
。
中
南
米
の
、
少

し
の
蒸
し
暑
さ
を
感
じ
な
が
ら
ホ

テ
ル
へ
。

国
立
病
院
を
視
察
し
懇
談

　

６
月
４
日
Ａ
Ｍ
、ハ
バ
ナ
市
内
観
光（
モ

ロ
要
塞
、世
界
遺
産
の
旧
市
街
）。
Ｐ
Ｍ
、

国
立
ア
メ
イ
ヘ
イ
ラ
兄
弟
病
院
視
察
。
副

院
長
、
看
護
部
長
、
各
科
の
師
長
参
加
の

懇
談
会
。
最
先
端
医
療
の
専
門
病
院
で
、

42
種
の
専
門
科
、７
４
４
床
の
ベ
ッ
ド
数
、

看
護
師
は
９
３
６
人
（
日
勤
４
対
１
、
夜

勤
10
対
１
）。
始
業
前
や
終
業
後
の
残
業

は
な
く
、
あ
っ
て
も
15
分
程
度
。（
う
ら

や
ま
し
い
）

首都ハバナにある大聖堂の前で

ラ
へ
。
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
記
念
霊
廟
、
革
命

広
場
、
装
甲
列
車
襲
撃
記
念
碑
、
カ
ピ
ー

ロ
の
丘
へ
。
革
命
の
広
場
は
メ
ー
デ
ー
が

行
わ
れ
、
一
番
高
い
所
に
立
っ
て
い
る

チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
は
、
ア
メ
リ
カ
を
見
続
け

て
い
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
エ
イ
博
物
館

（
本
人
の
住
宅
）
か
ら
、
漁
村
の
ヘ
ミ
ン

グ
ウ
エ
イ
行
き
つ
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼

食
。
キ
ュ
ー
バ
の
音
楽
の
生
演
奏
も
聞
け

ま
し
た
。

　

６
月
８
日
、
朝
５
時
ホ
テ
ル
発
で
帰
国

の
途
に
着
き
ま
し
た
。
７
日
間
天
気
に
恵

ま
れ
、
海
の
青
さ
が
ま
ぶ
し
く
、
小
さ
な

国
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
し
、
大
国
ア
メ

リ
カ
と
闘
い
、
勝
利
し
て
社
会
主
義
の
道

を
歩
ん
で
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
に
物
が
ほ

と
ん
ど
な
い
、
食
料
や
生
活
用
品
は
配
給

な
ど
。
し
か
し
物
に
溢
れ
た
日
本
、
物
や

自
然
に
は
限
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

福
島
原
発
事
故
以
来
考
え
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
魅
力

的
で
し
た
。

観
光
に
力
を
入
れ
る
キ
ュ
ー
バ

　

現
在
、
キ
ュ
ー
バ
は
観
光
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
今
回
貴
重

な
想
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
日
頃
よ
り

「
福
島
」
の
こ
と
に
気
配
り
を
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

主
人
公
の
コ
ペ
ル
君
は
中
学
２
年
生
で

す
。
コ
ペ
ル
君
と
、
そ
の
友
達
た
ち
と
の

物
語
が
主
軸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
合

間
に
、
コ
ペ
ル
君
の
叔
父
さ
ん
の
話
が
い

く
つ
も
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
風
の
考
え
方
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の

天
体
の

話
、
偉

大
な
人

間
と
は

何
か
、

人
類
の

進
歩
に

役
立
つ
と
は
何
か
、
な
ど
。
そ
し
て
コ
ペ

ル
君
と
、
そ
の
友
達
に
事
件
が
…
。
友
達

の
浦
川
君
た
ち
を
裏
切
っ
た
コ
ペ
ル
君
は

悩
み
ま
す
。

　

コ
ペ
ル
君
は
ど
う
己
を
省
み
た
の
か
？

　

こ
の
物
語
は
戦
時
中
、
日
本
少
国
民
文

庫
の
一
巻
で
「
少
年
少
女
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
を
」
と
し
て
出
版
さ
れ
、戦
後
再
刊
。

い
ま
も
本
屋
さ
ん
の
店
頭
に
あ
る
同
名
の

マ
ン
ガ
本
と
併
せ
て
２
５
０
万
部
を
超
え

て
い
る
。
若
者
に
立
ち
返
っ
て
一
読
す
る

の
も
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

 

（
Ｙ
・
Ｉ
）

お
す
す
め
の
一
冊 　

岩波文庫
970円＋税

『
君
た
ち
は

 

ど
う
生
き
る
か
』

吉
野
源
三
郎
著　
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▲地元の平和団体からレクチャーを受ける

絵
手
紙

奥津弘久さんの作品

田中和子さんの作品

　

神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
は
９
月
15

日
、「
横
田
基
地
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
実
施
。

参
加
者
は
10
人
。
当
日
は
「
横
田
基
地
日

日
本
の

ど
こ
で
も

オ
ス
プ
レ
イ
は
ノ
ー

▶
低
空
飛
行
す
る

　

オ
ス
プ
レ
イ

神奈川県職員

九条の会

米
友
好
祭
」
の
期

間
で
あ
り
、
通
常

で
は
入
れ
な
い
横

田
基
地
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

＊　

＊　

＊

　

事
前
に
、
地
元

の
平
和
団
体
か
ら

横
田
基
地
の
説
明

を
聞
き
入
場
。
ま

ず
は
ゲ
ー
ト
で
厳

重
な
チ
ェ
ッ
ク
。

若
い
家
族
連
れ
の

人
た
ち
な
ど
が

次
々
と
入
場
し
ま
す
。
入
場
す
る
と
す
ぐ

に
自
衛
隊
勧
誘
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
若
い

相
談
者
の
姿
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

　

眼
前
に
広
が
る
滑
走
路
は
３
０
０
０
㍍

余
も
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
。

滑
走
路
の
手
前
に
は
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や

焼
き
肉
な
ど
の

店
が
連
な
り
、

ま
さ
に
お
祭
り

の
雰
囲
気
。
入

場
者
は
数
万
人

か
。
若
い
米
兵

た
ち
が
笑
顔
を

ふ
り
ま
い
て
い

ま
す
。「
家
族

連
れ
が
多
い

ね
」「
と
に
か
く
広
い
。歩
き
き
れ
な
い
よ
」

「
行
け
ど
も
行
け
ど
も
軍
用
機
ば
か
り
だ
」

と
参
加
者
の
声
。

　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

各
種
の
戦
闘
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
そ

し
て
各
地
で
不
時
着
や
大
破
、
緊
急
着
陸

な
ど
を
繰
り
返
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ

（
10
月
１
日
に
正
式
配
備
）
も
展
示
さ
れ
、

見
学
者
が
長
い
列
を
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛

来
。「
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
て
、
オ
ス
プ
レ

イ
が
お
辞
儀
し
て
い
ま
す
。
ご
ら
ん
下
さ

い
」
と
大
き
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
。
み
る
と
オ

ス
プ
レ
イ
が
機
首
を
上
下
し
な
が
ら
飛
行

し
、
愛
嬌
を
ふ
り
ま
い
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

沖
縄
の
普
天
間
基
地
と
同
様
、
横
田
基

地
の
周
辺
は
、
学
校
や
保
育
園
、
老
人
介

護
施
設
、
病
院
、
住
宅
な
ど
が
密
集
し
て

い
ま
す
。

　

オ
ス
プ
レ
イ
は
す
で
に
、厚
木
・
所
沢
・

岩
国
・
北
富
士
演
習
な
ど
で
、
１
０
０
回

を
超
え
る
離
発
着
訓
練
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
。
首
都
圏
で
の
事
故
の
不
安
と
、
戦

争
体
制
強
化
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。　
「
日
本
の
ど
こ
で
も
オ
ス
プ
レ
イ

は
い
ら
な
い
」「
愛
嬌
な
ど
に
だ
ま
さ
れ

な
い
ぞ
」
と
実
感
し
た
横
田
基
地
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
で
し
た
。 

（
鳥
海
敏
雄
）

神奈川県職員
九条の会  平和のつどい

と　き●12月８日（土）14時～16時15分
ところ●神奈川婦人会館（紅葉坂音楽堂前）中会議室
　　　　電話 045（212）1034 
　　　　JR・市営地下鉄「桜木町」駅から徒歩10分
テ―マ●安倍改憲とメディアの役割
講　師●阿部　裕氏（元日経新聞記者）
資料代●５００円
問合先●090－2473－2681（佐伯義郎・事務局長）

横田基地横田基地
ウオッチングウオッチング

▲黒くて大きなオスプレイを見る
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大
阪
市
内
で
８
月
25
日
、
全
国
自
治
体

退
職
者
会
連
絡
会
第
21
回
定
期
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。全
国
か
ら
約
70
人
が
参
加
。

当
会
か
ら
は
、
加
瀬
文
隆
代
表
幹
事
、
小

島
八
重
子
事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
で
は
、
20
周
年
記
念
誌
の
発

行
や
政
府
・
厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
・
交

渉
の
結
果
報
告
、『
連
絡
会
つ
う
し
ん
』
の

毎
月
発
行
、
週
１
回
か
ら
２
回
の
事
務
局

長
在
席
体
制
の
維
持
で
全
国
の
活
動
と
の

連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
戦
争
法
廃
止
、
憲
法

９
条
を
守
る
と
り
く
み
の
強
化
。
年
金
引

き
下
げ
に
反
対
し
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
制
」
の
廃
止
。
消
費
税
増
税
に
反
対
し
、

日
銀
の
金
融
政
策
を
国
民
生
活
重
視
へ
転

換
。
後
期
医
療
制
度
の
廃
止
と
介
護
保
険

制
度
改
悪
反
対
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

の
推
進
、
原
発
ゼ
ロ
、
震
災
復
興
、「
Ｉ
Ｒ

整
備
法
」（
カ
ジ
ノ
法
）
に
反
対
な
ど
７
項

目
の
目
標
と
組
織
強
化
・
高
齢
者
の
特
性

を
活
か
し
た
と
り
く
み
の
展
開
な
ど
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
超
高
齢
化
社
会
に
突
入
。

社
会
保
障
と
年
金
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
か
の
方
針
が
必
要
」（
愛
知
）、「
自

治
労
連
退
職
者
会
も
20
周
年
を
迎
え
た
。

全
国
的
な
規
模
で
の
と
り
く
み
を
」（
大
阪
・

衛
都
連
）、「
介
護
保
険
制
度
の
学
習
会
を

実
施
。
２
カ
月
に
１
回
８
０
０
人
に
Ｄ
Ｍ

便
を
送
っ
て
い
る
。
辺
野
古
に
基
地
を
つ

　

神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者

会
は
10
月
15
日
、
横
浜
市
従

け
、
高
須
正
和
事
務
局
長
（
横
浜
）
が
２

０
１
７
年
度
の
経
過
と
決
算
を
報
告
。
続

高齢者の特性
を活かす
とりくみを

大阪で開かれた総会

新方針を決めスタート

く
ら
せ
な
い
こ
と
を
方
針
に
入
れ
て
欲
し

い
」（
大
阪
府
職
）、「
小
池
知
事
は
都
有
地

を
地
価
の
10
分
の
１
で
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に

投
げ
売
り
。
組
合
事
務
所
が
都
庁
か
ら
締

め
出
さ
れ
、
月
１
回
の
幹
事
会
に
支
障
が

あ
る
」（
都
職
労
）、「
鎌
倉
市
職
労
と
鎌
倉

市
が
和
解
。
報
告
集
会
を
開
く
」（
横
浜

市
従
）、「
戦
争
体
験
の
聞
き
取
り
を
し
て

い
る
。９
月
に
20
回
の
総
会
を
迎
え
る
」（
岩

手
）
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
す
べ
て
全
員
一
致
で
承
認
。

役
員
で
は
、
当
会
の
加
藤
利
秋
氏
が
引
き

続
き
事
務
局
次
長
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
会
員
の
拡
大
と
一
層
魅
力
あ
る

退
職
者
会
に
発
展
さ
せ
ま
す
」
と
総
会
決

議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
来
年
の

開
催
は
東
京
と
の
こ
と
で
す
。

 

（
小
島
八
重
子
）

全国自治体退職者会
連絡会第21回総会

憲法が活きる社会へ
神
奈
川
自
治
労
連
退
職
者
会
第
27
回
定
期
総
会

会
館
で
第
27
回
定
期

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

眞
次
英
一
（
横
浜
）

副
会
長
の
司
会
で
開

会
。
加
瀬
文
隆
（
県
）

会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
の
高
橋
輝

雄
神
奈
川
自
治
労
連

委
員
長
の
挨
拶
を
受

い
て
会
計
監
査
報
告
を
酒
井

道
生
さ
ん
（
県
）
が
報
告
し

ま
し
た
。

　

質
疑
討
論
で
は
、
組
織
強

化
の
と
り
く
み
（
横
浜
）、

鎌
倉
市
職
労
争
議
の
和
解

（
鎌
倉
）、「
て
く
・
テ
ク
の
会
」

の
と
り
く
み
と
仲
間
づ
く
り

（
県
）
な
ど
の
発
言
が
あ
り

議
案
を
補
強
し
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
憲
法
が
暮
ら
し
に
活

き
る
社
会
の
実
現
や
年
金
、
医
療
・
福
祉

制
度
の
改
善
要
求
実
現
な
ど
が
提
案
さ

れ
、
拍
手
で
承
認
。

　

ま
た
新
役
員
を
選
出
し
、
元
気
よ
く
運

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。（
鳥
海
敏
雄
）

〈
新
４
役
紹
介
〉（
敬
称
略
）

　
　

会　
　

長
：
加
瀬
文
隆
（
県
）

　
　

副
会
長
：
眞
次
英
一
（
横
浜
）

　
　

副
会
長
：
内
田
次
敏
（
鎌
倉
）

　
　

事
務
局
長
：
高
須
昌
和
（
横
浜
）

　
　

事
務
局
次
長
：
友
井
眞
言
（
県
）

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

　

前
号
（
１
２
１
号
）
７
面
「
せ
い
か
つ

短
信
」
の
中
原
保
彦
さ
ん
の
住
所
「
島
根

県
三
郷
町
」
を
「
島
根
県
美
郷
町
」
に
、

16
面
「
歴
史
教
室
」
の
「
60
年
に
一
度
の

ご
開
帳
」
を
「
50
年
に
一
度
の
ご
開
帳
」

に
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

　

６
月
22
日
の
定
期
総
会
後
に
亡
く

な
ら
れ
た
会
員
で
す
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（　

）

内
は
享
年
。

石
渡
恵
美
子
さ
ま
（
87
）

田
内　
　

大
さ
ま
（
77
）

神
谷　

邦
子
さ
ま
（
76
）

小
俣　

有
夫
さ
ま
（
87
）
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❖
も
う
つ
ま
ず
か
な
い 

　

作
中　

宏

　

孫
と
ス
ケ
ー
ト
に
行
っ
て
転
倒
、
頭
を

打
ち
ま
し
た
。
コ
ブ
も
た
い
し
た
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

３
カ
月
く
ら
い
経
っ
て
、
よ
く
つ
ま
ず
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
り
か
ら
も
姿
勢

が
悪
く
な
っ
た
な
ど
と
言
わ
れ
、
気
に
な

り
脳
神
経
外
科
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
で
硬
膜
下
血
腫
と
診
断
。
す
ぐ
に
入

院
手
術
。
頭
に
穴
を
あ
け
溜
ま
っ
た
血
の

ド
レ
ナ
ー
ジ
術
（
洗
い
流
し
）
を
う
け
ま

し
た
。
も
う
つ
ま
ず
き
ま
せ
ん
。
よ
く
、

年
を
取
る
と
足
を
引
き

ず
っ
た
り
、
つ
ま
ず
き

や
す
く
な
る
と
言
い
ま

す
が
、硬
膜
下
血
腫
は
、

原
因
が
わ
か
ら
な
く
て

も
な
る
症
状
ら
し
い
の

で
、
気
に
な
っ
た
ら
受

診
す
る
よ
う
周
り
の
人

に
話
し
て
い
ま
す
。

❖「
せ
い
か
つ
短
信
」に
思
う 

友
井
眞
言

　

今
年
の
「
せ
い
か
つ
短
信
」
に
は
２
０

３
人
も
の
仲
間
が
近
況
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
趣
味
な
ど
楽
し
く
読
み
ま
し
た
。

い
ま
で
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て
い
る

人
が
い
る
ん
で
す
ね
。

❖
入
会
し
て
良
か
っ
た　

 

石
田
啓
子

　
『
会
報
』
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
入

会
し
て
良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

❖
地
熱
の
暑
さ
に
… 

藤
原
慎
一

　

台
風
一
過
、
地
熱
の
暑
さ
が
我
慢
で
き

ま
せ
ん
。
ソ
ー
メ
ン
ば
か
り
食
べ
て
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
あ
の
モ
リ
・

カ
ケ
は
一
体
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

❖
県
政
・
国
政
に
関
心
を
持
っ
て 

小
林
平
治

　

こ
だ
ま
会
の
第
34
回
定
期
総
会
に
出
席

し
、
特
に
来
賓
の
挨
拶
の
な
か
で
、
知
事

が
独
断
で
組
織
の
改
革
事
業
等
を
決
め
て

い
る
と
の
こ
と
を
知
り
、
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
県
政
・
国
政
に
関
心

を
持
っ
て
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
だ
ま
会
の

行
事
に
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

❖〝
核
禁
止
ア
ベ
の
架
け
橋
脚
に
ひ
び
〞

 

佐
藤
榮
一

　

初
め
て
応
募
し
た
パ
ズ
ル
に
当
選
と

は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。
広
島
、
長
崎
の
平

和
式
典
の
模
様
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。

安
倍
総
理
は
挨
拶
で
、
被
爆
国
で
あ
り

な
が
ら
核
禁
止
条
約
に
賛
成
を
表
明
せ

ず
、「
核
保
有
国
と
非
保
有
国
と
の
橋
渡

し
」
と
逃
げ
る
姿
勢
に
怒
り
を
感
じ
、

次
の
セ
リ
フ
が
私
の
脳
裏
を
よ
ぎ
り
ま

し
た
。〝
核
禁
止　

ア
ベ
の
架
け
橋　

脚
に

ひ
び
〞。
総
理
は
口
ぐ
せ
に
「
積
極
的
平
和

主
義
」
を
唱
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
か

ら
く
り
が
見
え
ま
し
た
。

❖
高
齢
社
会
を
生
き
る
勇
気 

山
本
秀
実

　
『
会
報
』
の
送
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
総
会
の
様
子
や
歴
史
教
室
の
報
告

な
ど
、
ま
た
会
員
の
消
息
や
意
見
・
現
況

な
ど
懐
か
し
く
読
み
ま
し
た
。『
会
報
』
を

見
て
会
員
と
の
絆
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

高
齢
社
会
を
生
き
る
勇
気
も
も
ら
い
ま
し

た
。
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てく・テクの会

遠
い
過
去
で
は
な
い
「
満
蒙
開
拓
」

遠
い
過
去
で
は
な
い
「
満
蒙
開
拓
」

▲満豪開拓平和記念館にて

　

こ
だ
ま
会
「
て
く
・
テ
ク
の
会
」
は
９

月
27
日
か
ら
28
日
、「
満
蒙
開
拓
平
和
記

念
館
＆
昼
神
温
泉
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
実
施
。

参
加
者
は
24
人
。

◇　
　
　

◆　
　
　

◇

　

長
野
県
阿
智
村
に
あ
る
満
蒙
開
拓
平
和

記
念
館
を
訪
問
の
前
に
、
近
く
の
長
岳
寺

に
立
ち
寄
る
。
こ
こ
は
、
中
国
残
留
孤
児

と
肉
親
の
再
会
に
尽
力
さ
れ
た
山
本
慈
昭

氏
が
住
職
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
。

　

平
和
記
念
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
か
ら
展
示
の
説
明
を
受
け
る
。
世
界

恐
慌
で
農
村
が
疲
弊
す
る
な
か
、「
満
州

に
行
け
ば
、
20
町
歩
の
地
主
に
な
れ
る
」

と
そ
そ
の
か
さ
れ
、
全
国
か
ら
27
万
人
が

入
植
し
た
。
し
か
し
現
地
に
行
っ
て
み
れ

ば
、
住
民
か
ら
安
く
買
い
た
た
い
た
畑
も

家
も
用
意

さ
れ
た
土

地
が
多
数

あ
っ
た
と

か
。
こ
れ

は
、
そ
の

目
的
が
満

蒙
制
圧
と

対
ソ
国
境

の
防
御
を

目
的
と
し

て
い
た
か
ら
と
の
こ
と
。
語
り
部
の
前
沢

節
子
さ
ん
か
ら
は
、
ソ
連
参
戦
に
よ
る
悲

惨
な
逃
避
行
の
体
験
談
を
聞
い
た
。
毎
日

の
よ
う
に
ソ
連
兵
が
収
容
所
に
略
奪
と
凌

辱
に
訪
れ
る
様
子
、
栄
養
失
調
で
次
々
と

肉
親
を
失
っ
て
い
く
悲
劇
が
切
々
と
語
ら

れ
、
思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。

　

参
加
者
に
は
、
９
歳
の
と
き
に
一
人
で

引
き
揚
げ
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
改
め
て

遠
い
過
去
で
は
な
い
と
実
感
し
た
。

　
「
居
留
民
は
出
来
得
る
限
り
定
着
の
方

針
を
執
る
」
―
昭
和
20
年
８
月
14
日　

外

務
大
臣
訓
令
。
こ
う
記
さ
れ
た
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
は
、
８
万
人
の
犠
牲
を
出
し
た

棄
民
政
策
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

宿
泊
は
、
昼
神
温
泉
の
湯
本
ホ
テ
ル
阿

智
川
。
阿
智
村
は
、
星
の
観
察
で
有
名
。

ほ
ろ
酔
い
気
分
で
外
に
出
て
み
た
が
、
ホ

テ
ル
の
照
明
で
あ
ま
り
見
え
な
か
っ
た
。

　

翌
日
は
、
中
央
ア
ル
プ
ス
宝
剣
岳
の
千

畳
敷
カ
ー
ル
へ
。
菅
の
台
バ
ス
セ
ン
タ
ー

か
ら
し
ら
び
平
ま
で
の
バ
ス
運
転
手
の
ハ

ン
ド
ル
さ
ば
き
に
感
動
。

し
ら
び
平
か
ら
千
畳
敷

カ
ー
ル
ま
で
の
高
低
差
９

５
０
メ
ー
ト
ル
を
わ
ず
か

７
分
30
秒
で
運
行
す
る

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
乗
り
、

南
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
に
感

激
。
紅
葉
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
千
畳
敷

カ
ー
ル
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
。

◇　
　
　

◆　
　
　

◇

　

昨
年
に
続
く
参
加
だ
っ
た
が
、
こ
の
ツ

ア
ー
は
３
Ｙ
（
有
意
義
・
友
好
・
安
い
）。

黒
字
に
な
っ
た
か
ら
と
１
人
当
た
り
２
千

円
が
返
金
さ
れ
、
そ
の
良
心
的
な
運
営
に

感
心
し
た
。
次
回
も
、
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

（
川
城
保
幸
）

満蒙開拓平和
記念館＆昼神
温泉バスツアー

▲「語り部」
前沢節子さん
の話を聞く

　

９
月
30
日
の
台
風
24
号
は
本
当
に

恐
ろ
し
か
っ
た
。
非
常
に
強
い
大
型

台
風
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
私

も
家
の
周
囲
を
見
回
り
、
対
策
を

と
っ
て
は
い
た
が
、
24
時
頃
に
は
う

な
り
を
伴
う
よ
う
な
猛
烈
な
風
で
、

ガ
ラ
ス
窓
が
壊
れ
、
屋
根
や
ド
ア
が

吹
き
飛
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐

怖
で
、
家
族
の
そ
ば
を
行
っ
た
り
来

た
り
し
て
し
ま
っ
た
。
普
段
は
あ
ま

り
関
係
が
な
い
よ
う
な
家
族
で
あ
っ

て
も
、
こ
ん
な
時
に
は
人
が
い
る
っ

て
い
う
だ
け
で
心
強
い
も
の
だ
。

▼
翌
10
月
１
日
は
晴
天
だ
っ
た
。朝
、

恐
る
恐
る
家
の
周
り
を
廻
る
と
、
植

木
鉢
は
倒
れ
、
ト
ヨ
は
外
れ
て
し

ま
っ
て
い
た
。

▼
10
月
２
日
10
時
30
分
か
ら
の
編
集

会
議
に
出
か
け
て
行
く
と
、
近
所
の

柿
の
実
が
、
50
個
ほ
ど
落
下
し
て
お

り
、
布
製
の
看
板
が
き
れ
い
さ
っ
ぱ

り
な
く
な
っ
て
い
る
店
も
あ
っ
た
。

▼
編
集
委
員
の
Ａ
さ
ん
は
、
家
の
垣

根
が
壊
れ
た
と
い
う
事
で
欠
席
。
片

瀬
海
岸
の
Ｔ
さ
ん
は
、
東
海
道
線
が

止
ま
っ
て
い
た
た
め
、
大
船
か
ら
遠

回
り
し
て
よ
う
や
く
到
着
し
て
編
集

会
議
が
成
立
し
た
。

 

（
中
嶋
ひ
と
み
）

▶
宝
剣
岳
の
千
畳
敷
カ
ー
ル
で


